
、
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今
金
保
育
所
も
ち
つ
き



新
年
を
迎
え
て

今

村喜
長

本

町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
皆
さ
ま
と
と
も

に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と

同
時
に
、
平
素
か
ら
の
町
政
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
対
し
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
は
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
、
コ
メ
自
由
化

問
題
、
中
東
紛
争
を
契
機
に
国
際
貢

献
問
題
な
ど
多
難
な
時
代
に
突
入
い

た
し
ま
し
た
。

一
方
、
圏
内
財
務
事
情
は
国
償
資

が
歳
出
予
算
の
二
割
を
占
的
、
金
融
、

証
券
不
祥
事
に
端
を
発
し
た
パ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
な
ど
が
加
わ
り
、
経
済

動
向
も
減
速
状
況
か
ら
失
速
へ
の
心

光

夫

配
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も

急
速
に
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
高
齢
化
、

出
生
率
の
低
下
に
よ
る
生
産
年
齢
層

的
減
少
や
、
国
際
社
会
に
お
け
る
我

が
国
の
責
任
の
増
大
な
ど
、
今
後
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
財
政
が
弾
力
的

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
に
お
き
ま
し
で
も
、

固
と
同
様
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
な

が
ら
も
、
住
民
の
幸
せ
を
高
め
る
施

策
を
、
中
長
期
展
望
に
立
っ
て
、
平

成
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
今
金

町
新
総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
て

努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

丸
山
要
次
郎
作

大
黒
さ
ま
と
ね
ず
み

• • 

少
年
要
次
郎

こ
の
地
に
虹
を
見
る

皆
さ
ん
、
毎
目
的
生
活
町
中
で
大
き
な
夢
や
型
想
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か

っ
て

活
動
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
と
し
は
、
北
海
道
に
理
想
郷
を
つ
く
ろ
う
と
、
大
き
な
夢
を
抱
き
、
若
干
十

七
歳
の
少
年
丸
山
要
次
郎
氏
が
兵
庫
県
丹
波
の
固
か
ら
同
志
、
志
方
之
普
等
と
当

町
に
入
植
し
て
か
ら
百

一
年
目
に
当
た
り
ま
す
。

進
取
の
人
、
丸
山
要
次
郎
氏
は
未
聞
の
荒
野
を
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
激
動
す

る
三
時
代
に
わ
た
り
信
仰
と
開
墾
、
そ
し
て
勉
学
に
た
く
ま
し
く
生
き
抜
き
、
七

十
三
歳
内
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
惰
性
の
中
で
何
と
な
く
過
ご
し
が
ち
な

一
人
と
し
て
、

大
い
に
学
び
た
い
と
思
い
、
同
氏
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

先
人
に

aU 
4
0
 

高の術技

。

の
す
そ
ま
に
え
ナ
が
だ
か
た
う

'
し

の
事
一
師
唯
に
た

雲

れ

光
さ

村

残
高
{

。

輩

す
山
で
丸
品
チ

、
刻
一
げ

ま

彫

H

い

x
法
×
寸

B

こ
の
よ
う
な
国
内
外
の
厳
し
い
状

勢
町
中
に
あ

っ
て
、
花
石
小
学
校
改

築
事
業
を
は
じ
め
、
美
利
河
ス
キ

場
休
憩
所
新
築
工
事
、
同
夜
間
照
明

設
備
工
事
、
種
川
構
造
改
普
セ
ン
タ

新
築
工
事
、
今
金
総
合
公
園
造
成

工
事
、
岡
管
理
棟
新
築
工
事
、
南
団

地
公
営
住
宅
建
設
工
事
、
流
雪
溝
事

業
と
し
て
旭
幸
線
凍
雪
防
止
工
事
が

本
年
度
か
ら
ス
タ
ト
す
る
な
ど
、

主
要
施
策
が
計
画
ど
お
り
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

町
議
会

を
は
じ
め
町
民
各
位
の
力
強
い
ご
支

援
の
賜
も
の
と
深
〈
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農

作
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月
中
旬

ま
で
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
お
お
い
に

期
待
を
持
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

カ

七
月
中
旬
以
降
の
盆
雨
天
と
更

に
低
温
が
加
わ
り
、
主
要
作
物
で

一

番
被
害
の
大
き
い
コ
メ
で
は
出
荷
率

六
十
七
%
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
以

外
の
作
目
は
総
じ
て
平
年
作
の
結
果

で
あ
り
ま
し
た
こ
と
は
、
各
州
融
業
者

の
日
頃
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
あ
る

と
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

生
産
の
向
上
に
ま
い
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
念
願
い
た
し
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い

町
財
政
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
行
財

政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
、
財
政
の

健
全
化
に
努
め
な
が
ら
、
町
民
の
期

待
に
添
う
街
づ
く
り
を
目
指
し
、
よ

り

一
層
向
精
進
を
重
ね
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

建
設
的
な

意
見
・
提
言
を
期
待

盟
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
は
、

町
民

一
人
ひ
と
り
が
の

ぞ
ん
で
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
道
路
の
整
備

や
福
祉
の
向
上
な
ど
は

町
政
と
密
着
し
て
い
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

そ
う
い
う
意
味
で
あ
ら

ゆ
る
行
政
施
策
が
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

町政懇談会に

積僅的に参加しましよう

、，
唱、J、、、 可

!ol 
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~ 11弘'マ ~) 
/ム

iI!、い~

~ I ~ρ: ~ず〆も 、戸
寸d日iii!副、呂

衿古 ザン
号、 a IB 、百三官己パ1 ベーす~ ず、、

明治24年 5月神丘に少年丸山要衣郎が入植。
ニれが神丘の発祥と云われ、同記意に石碑か建立され、よ

記の詩が刻まれ、要次郎の生涯にもっともふさわ Lい
詩と、町内外から云われています。

ん
。小

さ
な
問
題
か
ら
大

き
な
問
題
、
そ
し
て
夢
を
、

皆
さ
ん

お
待
ち
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
声
を

聴
く
の
が
町
政
懇
談
会
で
す
。

町
民
生
活
が
複
雑
多
様
化
、
要
求

も
多
く
な
っ
て
き
た
現
在
、
町
政
運

• • 

丸山要次郎氏略歴

(明拍7年8月兵庫県氷上郡柏原町生まれ)
北海道にキリスト教徒町一大新天地を建設する目的をもっ

て、明治24年4月21日志方之替、丸山喪次郎 (17歳)町二人
東京を出尭。 5月3目、利別町中焼野(神丘)に到班、開墾
に入った.一旦帰京町うえ、大工を伴って利別に晴晴単身越

冬をLた。このとき生活組にと修業中町彫刻を瀬棚で販売、
困苦に耐えた揺しは有名である.(当時、高村光雲門下で修

盤中町身であった)

のち 後続的同志に北図的般Lぃ冬に対する生き方を伝え
る.また、子弟町教育にも力を入れ、明治28年寺子屋式教育

描を訟ける a

その桂、父に開量的輩を任せ、明治32年より大正3年まで、

南洋群品、印度、アフリカ、英国、独園、仏国を周遊、冊国

後提栴工芸と応用科学町面に力を尽し、昭和21年享年73歳で

残す。(今金町史から)

高村光雲氏 (1852-1934年)

明拍時代に活躍した即刻i輩.代世作に楠公嗣像、西蝿隆盛
像がある。東京英術学校(現東京芸楕大学)教授を動的る。

明治町木彫界的元老として重きをなす存設であった.量町時

.m r智恵子抄」、彫刻「十和周期配制象J をつくった 高村
光太郎氏は息子.

要
次
郎
か
ら
父
正
高
に
あ
て
た
文

(
原
文
の
ま
ま
)
側
二
十
五
年
院
枇
と
推
定

此
ノ
河
ニ
居
ル
魚
ハ
鮭
、
鱒
、

ウ
ゴ
イ
、
ア
メ
ノ
魚
、
八
日
ウ
ナ
ギ

・
ヤ
モ
メ
等
ナ
リ
航
ン
テ
叫
大
河
上

古
神
代
ノ
頃
ヨ
リ
入
ル
人
ナ
ケ
レ
パ

大
木
河
ニ
横
テ
充
満
ン
タ
ル
ニ
依
リ

テ
木
ヲ
伐
リ
或
ハ
下
ノ
下
ヲ
コ
グ
リ

或
ハ
舟

O
通
リ
テ
人
ハ
木
ヲ
越
ヘ
ル

舟
喰
凪
惨
事
占
騰
か
ふ
J

勺ァ

、
申

2
3
‘町野
t

合
唱
岸
田
市
穂
~一)一
R

J

f

E
肝

L
13
内，
Iu-
-
h

合
員
、
民
連
w
t
t色刷
ι

「トも

ι刊
ぬ
y
f
1
h
v向
吋
向
通
T
z
z
d

e
l
l
-担
崎
山
零
ュ
匂

i

;
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尺テジテ落テナン古EPハ無モタ者ノナ
ヨ ー)記於見ノレテハ大キ又リ大河ド
リ国分サテザ草モズ木所神以とナノ 笑
七ニ地ン閲ノレモ草草繁ナ代テノレ中ニ
草ヲ (懇 者肥こ木原茂レノ多 貝 ニ快
八々余之セナエ充ニンパ頃キ水ハ楽
尺相サヲンリ太満ンテ樹ヨ事底、ナ
ニ茂ズ記トニリシロ人林リヲニカリ
達リ大サ欲ヨテテテ林 。 地人思充ラシ
シ高革ノ〈ス焼荷内閣ニ通トノフ満ス 」
人サ重他tノレ 孟地地シ行称入ベシ 貝 而
々五リハ Pfr野5ニ Oハロススリンテノン
其 ・重皆ニノ且か如ぃ野ノレノレシ 」 民如fテ
内六リ同イ寸日O齢ツ何かニ事ニ司王陸黒キ此

平
成
四
年
内
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と

ご
繁
栄
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

〕2
 
〔

営
は
厳
し
い
財
政
状
況
下
町
中
で
努

力
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
や

要
望
が
全
て
満
た
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
が
、
町
で
は
住
民
生
活
の
実

態
を
把
握
し
、
現
状
を
共
通
理
解

し
て
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め

き
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
方
々
の
建
設
的
な
意
見

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
明
る
く

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、

一

月
下
旬
に
開
催
予
定
の
町
政
懇
談

会
に
は
、
町
民
こ
ぞ
っ
て
積
極
的

に
参
加
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

あ
た

ニ
入
レ
パ
他
ヲ
見
ル
事
能
ハ
ズ
人
ノ

入
ル
ニ
草
々
ヲ
押
シ
分
ケ
?
タ
ギ
通

ズ
犬
ノ
如
キ
者
ハ
通
行
ス
ル
能
ハ
ズ

人
ノ
通
セ
ル
後
ハ
ル
カ
後
一
一
通
ズ
可

シ
如
何
ト
ナ
レ
パ
草
ヲ
?
タ
グ
事
能

ハ
ズ
依
テ
ク
グ
ル
ナ
リ
ク
グ
ル
可
ク

充
満
ス
ル
ヲ
以
テ
其
問
ヲ
犬
が
通
セ

ザ

ル

候

(

小
路
タ
リ
ト
ユ
エ
ド
モ

少
ン
モ
無
ン
)
(
此
地
ハ
草
原
ナ
リ
)
す
'eb

彼

O
O
一
一
大
木
ア
リ
草
ハ
地
竹
(
即

チ
細
キ
竹
)
及
他
ノ
存
ル
草
ヲ
以
テ

k
a勺

充
ツ
」
草
木
供
内
地
異
変
セ
リ
松
・

竹
杉
・
槍
ハ
見
ン
ト
欲
ス
レ
ド
モ

か
え
で

能
ハ
ザ
ル
候
、
楓
多
ク
有
レ
ト
モ
内

地
ト
異
ナ
リ
自
然
生
ニ
ン
テ
効
能
ア

ぶ

ど

う

ル
者
ハ
樹
木
第

一
葡
萄

(0
0
ニ
於

テ
多
ク
ア
レ
ド
木
庁
大
ナ
リ
依
y
テ

内
地
ノ
葡
萄
ト
異
ナ
リ
)
桑

(自
扶

桑
ト
称
ス
ル
ニ
シ
テ
実
ニ
大
木
ニ
シ

テ
繁
栄
セ
リ
)
シ
コ
ロ

・
ク
ル
ミ

イ

チ

ゴ

其

他

種

々

第

二
、
カ
パ
、

エ
リ
7

キ
、
ア
メ
7

夕
、
ヤ
チ
ダ
7

等
ハ
如
何
ナ
ル
大
木
ナ
ル
モ
取
リ
テ

2

3

ペ

直
チ
ニ
薪
ト
ナ
ス
可
、
y
此
等
ノ
品
内

地
ノ
且
ツ
テ
見
ザ
ル
所
ナ
ル
可
ン
、

エ
マ
キ
ハ
黄
楊
ノ
如
ン
其
他

O
O草

木
ハ
第
一
フ
キ
、
ゴ
ボ
ヲ
、
ワ
ラ
ビ
、

ウ
ド
、
ダ
ラ
ノ
木
、
ン
イ
タ
ケ
、
タ

で

ケ
ノ
コ
今
年
ハ
総
デ
も
土
地
耕

ス
ナ
リ
、
名
々
ニ
土
地
ヲ
得
る
川
来

春
ノ
始
ナ
リ
、

一
家
ニ
於
テ
不
自
由

ナ
ク
暮
ス
可
キ
土
地
ハ

五

・
六
町
ア

次
頁
へ
続
〈
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レ
パ
十
分
ナ
レ
ド
私
土
地
得
ル
十
町

ナ
レ
パ
六
町
ハ
耕
作
-
一
供
シ
テ
、
四

O
Kラ

町
ハ
二
町
ヅ
ツ
、
一
ニ
ハ
葡
萄
困
ト

ン
テ
葡
萄
ヲ
植
へ
一
ツ
ハ
桑
木
ト
シ

t
t
 

供
々
他
日
事
業
ノ
用
ニ

供

ス

、

而

ン
テ
十
五
町
二

シ
テ
モ
二
十
町
ニ
テ

モ
土
地
ヲ
得
ル
ハ
自
由
ナ
リ
耕
ス
ル

事
ヲ
得
レ
パ

馬
鈴
薯
ハ
一
反
ニ
=
一千

斤
を
得
ル
夫
レ
ラ
ヲ
以
テ
製
粉
ヲ
製

ス
可
シ
其
ノ
ク
プ
ヲ
以
y
テ
鶏
豚
ヲ

畜
フ
可
ン
、
玉
葱
ハ
一
反
三
十
同
程

ヲ
得
可
レ
ド
、
ナ
ニ
パ
キ
ピ
ハ
ニ
石

小
豆
大
豆
ハ
一
石
四
斗
程
待
ベ
シ
ト

其
他
何
ニ
テ
モ
作
ル
可
シ
内
地
ト
拠

ナ
ル
事
ハ
返
り
テ
好
ク
出
来
候
肥
ヲ

用
ヒ
ズ
シ
テ
モ
貯
ク
出
来
候
。
父
母

両
君
此
地
ニ
来
リ
給
フ
ヤ
、
土
地
ハ

寒

7
供
法
ヲ
得
テ
暖
ト

O
O
家
ハ
西

洋
風
ニ
作
リ
テ
ス
ト
ー
ブ
ヲ
嫡
ク
可

ン
、
当
地

ハ
物
債
高

ン
機
麻
一
反
一

同
二
十
銭

一
人
ニ
テ
土
地
ヲ
開
ク
一

日
ニ

一
畝
以
上
ヲ
得
ベ
シ
明
年
ニ
於

テ
十
分
食
料
且
農
具
ヲ
調
フ
可
ン
明

後
年
審
皆
々
様
ノ
引
移
リ
ヲ
願
フ
其

uら
い

節
ハ
道
具
売
排
テ
モ
夜
具
類
衣
類
銃

刀
等
ハ
持
参
ン
給
へ
衣
ハ
服
和
ハ
筒

袖
タ
リ
ナ
ル
ベ
ク
木
綿
、
コ
ク
ラ
ヲ

以
テ
洋
服
ノ
如
ク
ス
ル
ガ
使
利

0
0

ナ
ル
可
ク
強
キ
者
ナ
ル
可
シ
即
チ
ン

ヤ

y
ト
、
パ

y
チ
ヲ
男
子

O
Oノ
普

さ
や
U
ん

キ
ナ
リ
而

ン
テ
脚
半
、
ワ
ラ
ジ

0
0

極
メ
テ
強
ク
十
分
ニ

仕
立
テ
、
御
持

宅r~
わたしたち申年生まれです

-年女のこと毎
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故
要
次
郎
氏
の
精
神

孫

た

ち

に

も

四
男
博
氏
(
昭
和
六
十
年
残
す
)

が
、
要
次
郎
氏
の
跡
を
継
ぎ
、
現
在
、

敦
子
夫
人
と
同
長
男
同
一
氏
が
岡
地

で
燐
裁
を
包
ん
で
い
ま
す
。

-
丸
山
町
一
氏
側
長
刻
、
地
元
円
高

校
を
卒
業
し
て
農
業
従
事
、

明
治
二

十
四
年
の
開
拓
以
来
百
年
間
続
〈
土

地
を
守
っ
て
い
ま
す
。

丸
山
修
二
氏
側
次
男
、

山
形
大
学

如
何
ニ
候
ヤ
、
身
体
健
康
ニ
シ
テ
長

命
ス
可
ン

京
当
時
的
今
金
の
機
子
や
生
活
ぶ
り

が
よ
〈
分
か
る
JH
重
な
資
料
と
し
て

紹
介
し
ま
し
た
。

理
学
部
化
学
科
を
卒
業
。
要
次
郎
氏

が
学
ん
だ
化
学
を
勉
強
し
て
、

現
在、

札
幌
町
制
ほ
〈
さ
ん
の
新
製
品
開
発

本
部
研
究
室
に
勤
務
。

丸
山
正
三
氏
側
三
男
、
東
京
町
ル

l
テ
ル
村
学
大
川
町
千
に
在
学
中
(
現
在

二
回
生
)
、
同
大
で
科
学
を
学
び
な
が

ら
「
自
分
だ
け
の
た
め
に
生
き
た
〈

な
い
」
と
、
将
来
は
楠
祉
関
係
の
仕

事
に
就
き
た
い
希
望
を
持
ち
・
勉
学

に
励
ん
で
い
る
。

明
治
四
十
年
十
二
月
要
次
郎
の
祖
父
行
忠
氏
永
眠

士
族
で
あ
っ
た
行
忠
氏
は
九
十
六

歳
で
残
し
、
笹
7

メ
、
達
筆
で
知
ら

れ
、
資
料
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
氏
の
香
典
帳
町
中
に
は
、
瀬
棚

町
志
方
吟
子
氏

(日
本
の
女
医
第
一• 

号
)
か
ら
魚
三
種、

百
七
十
匹
と
記

さ
れ
、
ま
た
兄
伝
太
郎
氏
は
タ
イ
レ

ン
か
ら
拾
円
の
香
典

(
平
均
十
銭
、

二
十
銭
)
が
送
ら
れ
、
当
時
的
同
氏

の
活
躍
よ
り
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

企八東小学校5、6'手生のみなさんです。
昭和55年生申年でない人もいます。

( 6年生)

八束小学校には楽しい思い出がい

っぱいあります。

中学校へ行ったら統合中なので、

新しい友達をいっぱいっくり、勉強

とスポーツに頑張りたいと思います。

( 5年生)

上級生らしく下級生の模範になり

たいです。

四歳からエレクトーンを習いはじ

め、先生になるのが小さいときから

の~，でした。 昨年一月にヤ7ハのエ

レクト ン講師の検定に合格、夢が

かない五月から講師を務めています.

子供が大好き、そして姫きなエレ

クト ンの仕事に携われる毎日が充

実Lて楽しいて'す.生徒には分かり
やすく、楽Lくできるよう心掛け、

良い年にしたいと思います。

有希さん昭和43年生
エレクトーン構師

V大貫

東町

一一回
一一-一一一一-一一

昭和31年生

昭和四十五年から二+一年間勤め

た、内ヶ品製作所を昨年三月いっぱ

いで円満退相しました.

多くの人に応援してもらい今は、

大工さんの友人と二人で自営してい

ます。お互いのカミさんが応援し合

い、四人でl眠やかに蝉しく仕事をし
ています.

苦労して身につけた技術と経験を

生かし、立派な家づ〈つに役立ちた

いです.私を応援してくれる家族や

友人たちのためにも、絶対に良い年

にしたいと忠、います。

企苅屋 孝志さん

商量畳 11具師

今金町博物館
建設構想が答申される

(4) 

平
成
二
年
十
月
十
七
日
付
け
で
町

長
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
今
金
町
博
物

館
建
設
構
想
に
つ
い
て
十
二
月
十
三

日
、
建
設
構
恕
委
只
会
引
村
毅
委
只

長
か
ら
村
本
町
長
に
答
申
さ
れ
ま
し

た
答
申
性
作
成
に
あ
た
っ
て
は
.
四

囲
内
視
察
研
修
、
七
回
に
わ
た
る
委

員
会
を
開
催
、
熱
心
な
審
議
が
な
さ

れ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

内
容
は
、
博
物
館
建
設
に
併
せ
て

英
利
河
内
遺
跡
の
保
存
整
備
、
活
用

を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
生
涯
学
習
に
お
け
る
博
物
館
の
役

例
と
機
能
、
事
業
と
活
動
、
施
設
、

鋭
棋
な
ど
を
椀
怨
し
た
も
の
で
す
。

こ

れ
を
受
け
、
町
で
は
財
政
の
事
情
、

他
内
事
業
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら

前
向
き
に
建
設
を
進
め
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

• • 
昭和19年生

結婚と同時に今金に米て、 二人でト
ラァクいっぱいに野菜、提物を1I1んで
商売をはじめてから、!j!いもので二十
七年目になります.お陰醐で三則一女

の子宝に恵まれました.随JJ!だからや
ってこれたと串五謝しています.
今は、子供たちが各々の道にiffiんだ
ので、二人的圭桂を曜L<盟かにLた
いと考え、仕事に頑張っています.

今年も安〈て新蝉な品物を先').昨
さんから喜ばれる艮い年に Lたいと思
います.

私は稚内市、家内は北桧山町丹羽 3王

出身で.来年同営林署退官を控え、 ，~，
何処に落渚くか思案しました.結局、 、I、

今金に来てから十二年、知り合いも ) 0" 
多く、人情味があって住みやす〈、

街並みが充実している今金に水位を

決的、昨年十二月に町内栄町に家を

新築しました。

家内ともども、今金町のために少

Lでもお役に立ちたいと考えていま
す。今年は私的えとなのできっと良

い年になるでしょう.
十六曲て嘩公に1.1¥ 庖に出るよつになっ
てから五十年がたちました.私共同商売も
輔前町品OIlQfから現裂は洋品腐と雪われる
ようになり、取後うM，物も削分と捕変わり
しました.
1rは出掛良が来て 仕入れを決めました
が、今は訟がnに二回札院へ行って現
物を且て、龍行や忌共同鹿町お客さんに合
ったu"ペ掬会仕入れてきます. 惜〈ことし
か勉昧がない私大型I古にはないサ ピス
と工心心でお容さま町お世に立ちたいと思い
ます.今年も孫たちの成長が咽よりの楽し
みです.
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永
年
勤
続

優
良
従
業
員

今金町
商工会

表

彰

町
商
工
会
は
、
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
向
表
彰
式
を
十

一
月
二
十
三
日

(
勤
労
感
謝
の
日
)
町
民
セ
ン
タ
ー

で
多
数
来
賓
の
出
席
の
も
と
、
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
勤
続
三

年
か
ら
三
十
年
ま
で
の
勤
続
者
三
十

小
・
中
学
生

美
術
書
道
展

平成
3年度

表
彰
式

平
成
三
年
度
小

中

学
生
町
美
術

舎
道
展
は
、
町
内
各
小

・
中
学
校
か

ら
美
術
的
部
、

小
学
生
山
点
、
中
学
生

訓
点
、

九牙
道
内
部
、
小
学
生
川
点
、

婦
人
部
員
ら

三
盲
人
が
参
加

第
三
十

一
囲
内
国
村
山
川
人
文
化
祭
が

+

一
月
二
十
九
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

に
婦
人
部
只
ら
約
三
百
人
が
参
加
し

て
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
は
、
会
場
ホ
ー
ル
に
手
作

り
の
ケ
ー
キ
が
飾
ら
れ
、
ま
た
忙
し

い
良
作
業
の
合
い
川
に
作
ら
れ
た
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
ち
ぎ
り
絵
、
編

物
、
陶
器
な
ど
‘
手
の
込
ん
だ
立
派

四
名
で
す
。

式
で
は
、
商
工
会
長
か
ら

一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
附
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
秋
凹

正
夫
さ
ん
が

「
こ
れ
か
ら
も
企
業
の

発
展
の
た
め
尽
力
し
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、

長
い
間
の
苦
労
話
し
ゃ
思
い
出
を
語

り
合
い
、
受
賞
の
喜
び
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

十
五
年
以
上
町
被
表
彰
者
は
次
の

と
お
り

マ
十
五
年
以
上

水
野
紀
子
J
、
日

下
怜
子
J
、
菅

野

広

J
、
岩
井
信

子
♂
、
宮
崎
其
知
子
♂
、
西
部
悦
子
♂
、

苅
屋
昭
三
J

マ
二
十
年
以
上
杉

中
学
生
初
点
、
刑
制
点
的
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
十
一
月

(t • 
れ
る
袋
ま
で
投
げ
ら
れ
爆
笑
を
か

っ

て
い
ま
し
た
。
中
で
も
神
丘
町
若
妻

の
と
ん
が
り
体
操
で
は
、
パ
ジ
ャ
マ

姿
で
パ
ン

y
を
脱
い
で
寝
ょ
う
!
の

ソ
ン
グ
で
賑
や
か
に
嗣
り
、
会
場
に

パ
ン
ツ
を
投
げ
る
な
ど
会
場
を
沸
か

せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
盟
問
若
婆
会
の

「
ひ
だ
り

ま
き
学
園
」
で
は
、
ア
ド
リ
ブ
で
コ

ン
ト
を
演
じ
、
大
い
に
盛
り
上
げ
る

な
ど
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
.大

会
で
は
、
阪
井
部
長
の
あ

い
さ
つ
、

研
修
報
昔
、

一
日
皆

貯
金
制
選
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
、
出
芸
大
会
で

各
地
区
の
代
表
が
趣
向
を
叫
晴
ら

し
た
十
四
種
の
唄
や
腕
り
コ
ン

ト
を
舞
台
い
っ
ぱ

い
に
披
露
し

て
、
笑
い
と
た
く
さ
ん
の
拍
手

を
浴
び
、
お
ひ
ね
り
が
飛
ん
で

い
ま
し
た
。
中
に
は
ミ
カ
ン
や

お
か
し
.
お
ま
け
に
そ
れ

沸
く

w一アドリブでギャグを連発、会場を大いに盛り上げていました
(盟国若審会田「ひだりまき学園J) 

村
栄
子
さん
、
和
国
道
子
♂
、
村
瀬
正

信
J
、
川
村
キ
ヨ
ミ
♂
、
阿
部
昭
一

♂
、

白
岩
五
郎
J

マ
二
十
五
年
以
上
桜

舟
朗

一
J

マ
三
十
年
以
上
秋
田

正
夫
♂

永年勤続優頁従量買事彰式二
十
日
に
表
彰
式
が
役
場
会
議
室
で

行
わ
れ
、
十
六
人
の
入
賞
者
に
各
々

賀
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

マ
美
術
の
部

町
長
賞
柏
田
順
也
(

J
t

川
料
)
日
下

い
ず
み

(
ワ
仰
)
機
会
設
長
賞
原

口
奈
保
子

(
四
川
一
川
)
馬
場
絵
里

二
金
判
)
教
育
委
貝
長
賞

藤
倉
雅

俊
(
寸
川
料
)
伊
藤
利
美
(
三
仲
)

教
育
長
賞
百
成
百
合
子
(
日

d
)

加
藤
香
澄
(
討
金判

)

マ
書
道
の
部

町
長
賞
伊
藤
真
由
美
(
柑
川判

)
磯

辺
真
理
子

(
日
金一日

)
談
会
議
長
賞

親
子
で
楽
し
く

お
に
ぎ
り
作

園稚

金

幼
今

り
に
挑
戦

コ
メ
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
い
、

将
来
的
安
定
的
資
拡
大
に

つ
な
げ
よ

う
!
と
十
二
月
十
一
日
、
桧
山
支
庁

と
桧
山
地
方
米
消
費
拡
大
推
進
協
議

会
的

「
母
と
子
の
お
に
ぎ
り
教
室
」

が
町
立
幼
稚
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

不
用
品
を
集
め

賑
や
か
に
歳
末

今金小
児童会

助
け
合
い
パ
ザ

l

今
金
小
児
童
会
で
は
、
歳
末
助
け

合
い
運
動
の

一
環
と
し
て
、
恒
例
に

な
っ
て

い
る
パ
ザ
を
十
二
月
十
三

日
午
後
か
ら
同
校
体
育
館
で
行
い
ま

し
た
。

一人ひとりに褒状と記意晶が手謹されま Lた

第
十
七
回
光
の
里
学
園
祭
が

十
一
月
二
十
四
日
、
同
学
園
横

の
地
域
交
流
ホ

l
ム

「
ひ
か
り

の
さ
と
」
で
開
俄
さ
れ
ま
し
た

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
吹
雪
模

様
に
な
り
ま
し
た
が
、
遠
〈
か

ら
駆
け
つ
け
た
父
母
や
地
域
的

人
た
ち
及
び
親
子
連
れ
な
ど
で

広
い
会
場
は
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

学
園
祭
は
、
正
義
が
強
い
こ

と
を
教
え
て
く
れ
た
舞
踊
劇
「
ア

ラ
ジ
ン
と
ま
ほ
う
の
ラ
ン
プ
」

今
年
度
、
町
文
化
祭
に
お
い

1
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第
十
七
回
光
の
里
学
園
祭

笑
い
と
感
劃
ふ
れ
合
い
の
学
園
祭

文
化
賞
に
輝
や
い
た

「
今
金
ひ
か
り

太
鼓
」
な
ど
八
種
円
減
目
に
、

練
留

を
重
ね
た
成
果
を
、
舞
台
い
っ
ぱ

い

に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
久
し
よ
り
に
会
う

親
子
が
、
持
ち
寄
っ
た
弁
当
や
お
や

つ
を
食
べ
る
な
ど
、
ふ
れ
合
い
が
あ

ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
た
く
さ
ん
の
友
情

出
演
が
あ
り
ま
し
た
。
神
丘
地
区
開

基
百
年
を
記
念
し
て
誕
生
し
た
「
神

丘
繋
明
太
鼓
」
を
は
じ
め
、
影
絵
同

好
会
つ
よ

っ
ぺ
の
影
絵
、
今
金
舞
踊

愛
好
会
的
踊
り
、
箱
舟
の
人
形
劇
、

狩
場
太
鼓
、
近
隣
町
小
倉
山
婦
人
会

に
よ
る
踊
り
な
ど
が
、
次
々
と
披
露

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
笑
い
と
感
動
、
そ
し
て

ふ
れ
合
い
と
友
情
的
思
い
出
に
残
る

学
園
祭
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

垣
本
香
里
(
ユ
♂
一
)
浜
田
千
穂
子

二

品

)
教
育
委
貝
長
賞
長
崎
美

香
品
川
判

)
鈴
木
孝
品

(
三
川
)

教

育

長

賞

黒

須

稔

(肘

d
)
大

谷
佳
子
(
」
「
A
)• • 

当
日
は
、
オ
コ
メ
マ
ン
の
縫
い
ぐ

る
み
が
登
場
、
楽
し
い
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
、
紙
芝
居
で
お
米
が
で
き
る

ま
で
を
分
か
り
ゃ
す
く
倒
児
に
説
明

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、

用
意
し
た
地
元
産
の

「き
ら
ら
3
9
7
」
を
使
っ
て
、
頭

に
ハ
ン
カ
チ

l
フ
、
エ
プ
ロ
ン
姿
の

十
八
名
の
年
長
児
が
、
お
に
ぎ
り
作

り
に
お
母
さ
ん
と
挑
戦
し
ま
し
た
。

梅
干
し
ゃ
サ
ケ
フ
レ
ー
ク
、

シ
ソ
ゴ
7

の
入

っ
た
お
に
ぎ

り
を
可
愛
い
小
さ
な
手
で
ラ

y
プ
に
包
み
な
が
ら
仕
上
げ

て
い
ま
し
た
@

昼
食
に
自
分
た
ち
で
作
っ

た
お
に
ぎ
り
を
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
食
べ
、
満
足
そ
う
で

し
た
~
。

可量い小さな手て'握っていま Lた

こ
の
行
事
は
、
子
供
た
ち
が
各
家

経
で
不
用
に
な

っ
た
品
物
を
持
ち
得

り
、
各
学
級
ご
と
に
出
庖
を
出
し
て

附
民
活
動
を
し
た
り
、
ま
た
児
輩

各
自
が
百
五
十
円
以
下
の
現
金
を

持
参
し
て
、

一
品
に
つ
き
三
十
円

以
下
町
民
い
物
を
楽
し
む
も
の
で

す
。
今
年
は
パ
チ

ン
コ
の
ゲ
ー
ム

機
や
腕
相
撲
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー

ム
な
ど
の
ユ
ニ

ー
ク
な
試
み
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
は
、

子
供
た
ち
の
声
を

か
ら
し
て
の
激
し
い
売
り
込
み
合

戦
、
日
を
輝
か
せ
て
の
ゲ

l
ム
や

口
い
物
に
、
他
の
行
事
と
は

一
味

違
う
生
き
生
き
し
た
活
動
が
日
比
ら
れ

ま
し
た
。

収
益
金
三
万
七
千
円
は
社

会
加
祉
協
議
会
へ
辛
誠
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

激Lい売り込み合載を展開していま Lた
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十
二
月

一
日
か
ら
十
五
日
間
、
ニ
ュ
ジ
ラ
ン
ド
の
パ

l
ン
サ
イ
ド
高
校

か
ら
日
本
賠
を
専
攻
す
る
高
校
生
二
十
名
と
引
卒
町
教
員
二
名
が
ホ
ー
ム
ス
テ

ィ
l
.
今
金
中
学
校
や
地
域
、
団
体
と
の
交
流
を
過
し
て
、
お
互
い
に
友
好
と

国
際
理
解
を
深
め
合

っ
て
い
ま
し
た
.

ま
た
、
来
た
と
き
は
片
言
の
日
本
賠
も
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
あ
い
さ

つ
で

は

「
こ
の
二
週
間
で
、
渡
辺
さ
ん
の
英
臨
聞
が
上
手
に
な

っ
た
」
と
ジ
ョ

ー
ク
が

云
え
る
よ
う
に
、
あ
る
家
で
は
他
人
が
来
る
と
吠
え
る
犬
が
吠
え
な
か
っ
た
、

犬
も
国
際
交
流
に
一
役
買

っ
た
お
ま
け
ま
で
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
も
思
い
出
に

残
る
国
際
交
流
に
な

っ
た
よ
う
で
す
.

渡辺さんに英語を教えたダンカン
〈んとマシュー〈ん?お返しにハ
ムづ〈りをならう?

MAKANE TO ME 明TELC
ょう へ金品フそ-， 

‘ー

婦人会と膝を支えてトーヲ。ロより手を多〈使っていたようです

〈りに挑戦f結婚写真撮りを見て、きれいだねえ/を連発していました

1， . 

• 

• 

• 

歓迎レセプションで、和太E査を叩き喜ぶ生徒たち

12月8日の大平さん(花石)の
結婚式で翠干を務めるロビン
さんとドンナさん

着物姿で
お別れのことばを述ベる
マダリンさんとレチュールさん
立派なあいさつに感激のOKさん?

今村宅で日本の伝統茶道をならう

今金中学校では小人数ごとに分かれて各学級
に入り、大歓迎を受け、会話とゲームを楽し

みました

クリスマスコンサートに特別出演してサイレントナイ
ト・ソーラン節等を披露。大きな大きな拍手を浴びて

いました。

目かく Lをして福笑い。変な顔になったようです。



北
方
領
土
相
互
理

解
促
進
対
話
交
流
使
節
団

(
団
長
横
路
知
事
)
の
一
員
と
し
て
、

北
海
道
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
副
会

長
の
高
橋
政
子
さん
が
十

一
月
十
七
日

か
ら
同
二
十
四
日
ま
で
の
八
日
間
、

訪
ソ
し
て
来
ま
し
た
。

十
二
月
七
日

開
催
さ
れ
た
今
金
町
婦
人
研
修
会
に

お
い
て
、
ソ
連
で
の
視

・
・
・
冒
冨

室
、
会
談
を
通
じ
て
感

固

E
齢
E

じ
た
こ
と
を
次
の
よ
う

・
・
・
胃
引
引

に
述
べ
て
い
ま
し
た
。

.

.

.

.

.
 .
 

0
街
の
よ
う
す

.

.

.

.

.
 .
 

モ
ス
ク
ワ
は
、
十
七
八
世
紀
の

古
い
建
物
が
多
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

む
き
出
し
で
灰
色
の
建
物
ば
か
り
が

目
に
つ
く
。
壁
は
剥
が
れ
、
壊
れ
、

う
す
汚
れ
、
み
す
ぼ
ら
し
い
な
ど
、

附
く
、
活
気
が
な
い
。
道
路
は
竣
や

泥
で
き
た
な
い

。
ま
た
車
は
古
く
、

新
聞
や
ガ
ム
テ

l
プ
を
貼

っ
て
い
た

り
泥
だ
ら
け
で
近
寄
れ
な
い
感
じ
。

パ
ン
を
買
う
の
に
も
、
テ
レ
ビ
で
見

た
よ
う
に
長
い
行
列
を
つ
く

っ
て
い

る
。
し
か
し
‘
レ
ニ
グ
ラ

l
ド
は
、

街
も
明
る
く
き
れ
い
で
し
た
。

食
事
は
、

一
流
ホ
テ
ル
で
も
組
末

園
面
圃

交
通
安
全

え
き
伝
マ
ラ
ソ
ン

費
利
河
小
三
年

津
田

愛
子
〆

九
月
二
十
四
川
に
、
交
通
安
全
え

き
伝
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ

ん
と
う
は
、
九
月
十
九
目
だ
っ
た
け

ど
、
雨
で
え
ん
き
に
な
り
ま
し
た
。

① 

「
厳
し
さ
』
を
飛
蹴
す
る

チ
ャ

ン
ス
に
し
た
い

旭
町

小

川

窪

J
日

昨
年
五
月
か
ら
商
工
青
年
部
長

に
な
り
ま
し
た
。
部
員
の
皆
さ
ん

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
頑
聞
取
っ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
商
工
者
を
取
り
巻

"...-頑張りま布

事の広場で、矢地町村会合畏(清水

町長)大矢根室市長と記章写真

で
す
。
朝
食
は
小
さ
な
黒
パ
ン
、
白

パ
ン
各
一
っ
と
ゆ
で
玉
子

一
つ
に
小

さ
な
薄
切
り
の
ハ
ム
ニ
切
れ
。
牛
乳

は
無
く
コ

l
ヒ
か
紅
茶
が
つ
い
て
く

る
。
昼
食
は
こ
れ
に
小
さ
く
て
固
い

一
子
さ
ん
北
海
道
の
婦
人
代
表
と
L

zn領
土
相
互
理
解

促
進
対
話
交
流
に
品

牛
肉
に
ブ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
と
ゆ
で
た

ニ
ン
ジ
ン
少
々
で
す
。
夕
食
は
と
こ

ろ
に
よ
っ
て
ス

l
プ
が
増
、
え
る
だ
け

で
す
。
経
済
が
ひ

っ
迫
し
て
い
る
印

象
を
強
く
受
け
ま
し
た
。

レ
ニ
グ
ラ

l
ド
は
、
食
事
内
貿

・

ハ
飢
と
も
モ
ス
ク
ワ
に
比
べ
良
か

っ
た
。

口
会
談
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と

ωソ
連
は
二

・
一二
年
前
ま
で
は
「
領

土
問
題
は
存
在
し
な
い
」
と
言
っ
て

い
た
が
、
北
方
領
土
に
関
す
る
使
節

団
を
入
国
さ
せ
、
各
界
と
自
由
に
肘

検
す
る
機
会
を
作
る
な
ど
変
化
し
て

き
て
い
る
。

• • 
園
圃
圏

こ
の
日
は
い
い
お
天
気
で
、
わ
た
し

は
え
き
伝
が
楽
し
み
だ

っ
た
何
で
、

と
っ
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
を
や
る
前
に
、
四
ツ
築

学
校
を
代
表
し
て
、
青
山
商
庖
円
前

で
わ
た
し
が
決
意
表
明
を
読
み
ま
し

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
、
凹
ツ
誕
の
全

具
、
二
十
六
人
で
今
金
ま
で
の
二
十

九

Jμ
走
り
ま
し
た
.
わ
た
し
は

一

番
は
じ
め
に

一
Jμ
走
り
ま
し
た
。

そ
し
て
次
の
人
に
タ
y
チ
し
ま
し
た
。

走
り
終
わ

っ
て
パ
ス
に
の
っ
た
ら
、

LJ'f 

く
環
境
は
、
隣
町
八
雲
町
に
三
府‘

今
金
に
も

一
腐
の
大
型
庖
の
進
出

が
予
定
さ
れ
る
な
ど
‘
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
面
で
厳
し
い
時
代
に
な
り
ま
す

が
、
逆
に
大
き
く
飛
臨
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
円
安
材
中
期
に
‘
我
々
若
い
世

代
が
瓦
剣
に
今
金
町
将
来
を
考
え

議
論
し
、
行
動
し
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
自
分
た
ち

の
子
供
が
将
来

「今
金
に
住
み
た

い
」
と
言
っ

て
く
れ
る
よ
う
な
、

明
る
く
活
気
の
あ
る
今
金
町
に
す

る
た
め
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
.

との !f!IJ1止を摂にあ重 つ 大エ (4)と E'ヨ・・・E・ がもるにソ t足う約にじ等毎 (2)
最強に論身北取る要てきリ来が ・Fi 必日がは速進五によだの日政
後い つ をに方 ry• 0 な固なツ年大 日市-要本、北にの段つ つつ雷 対府
を役な盛つ領組お時民山エ、司王 置砧岨・・・・・ だのそ方援た階いてたう話官
結目げりけ土ま互 J切の場ン初で ・・・・・・・・圃 」友の領助め方て解 。この官
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しきと領、正なてい態 。訪子 解に 。派最」窓え対しずすツだぷんわ幅
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千
葉
県
で
農
産
物
フ
ェ
ア
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舎
金
男
し
ゃ
く
・
献
自
長
ネ
ギ
怠
ど

P
R

大
消
費
地
で

「ク
リ
ー
ン
今
金
町
」

の
農
産
物
を
P
-
R
L
、
販
路
、
消

費
の
拡
大
を
図
ろ
う
!
と
、
今
金
町

州
財
産
物
フ
ェ
ア
が
十

一
月
三
十
日
、

十
二
月

一
日
の
両
目
、
千
葉
県
市
川

市
町
ス
ー
パ
ー
フ
レ

Y
7
中
山
庖
と

本
八
怖
庖
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

庁
イ
ド
ポ
ス
ト
地
域
実
践
事
業
、

う
ま
い
米
づ
く
り
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
道
外
で

は
初
の
試
み
。
日
本

一
の
折
紙
が
つ

く

「
今
金
到
し
ゃ
く
」
を
は
じ
め
、

今
金
特
産
の
軟
白
長
ネ
ギ
、
玉
ネ
ギ
、

ニ
ン
ニ
ク
な
ど
が
市
価
の
半
他
ほ
ど

と
あ
っ
て
朝
か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
人
気
で
、
販
売
に
た
ず
き
わ
っ

た
生
産
者
代
表
や
農
協
職
貝
も
汗
だ

く
の
対
応
よ
り
.
試
食
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
聞
出
し
ゃ
く
の
塩
煮
、
軟
白
長
ネ

ギ
の
サ
ラ
ダ
に

「
お
い
し
い
、
お
い

し
い
」
を
連
発
し
て
い
ま
し
た
。

お
良
い
上
げ
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

用
意
し
た
、
今
金
産

「
き
ら
ら
3
9

7
」
の
新
米
三
千
パ

Y
7

(
一
パ
ッ

ク
三
百
句
)
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、

ま
た
中
に
入
れ
た
食
味
や
光
沢
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、

の
米
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
フ
レ
ツ
ク
は
、
十
二
底

舗
を
有
す
る
千
葉
県
最
大
町
大
手
で

食
粧
品
だ
け
で
年
商
二
百
億
円
。
今

金
の
到
し
ゃ
く
、
軟
白
長
ネ
ギ
が
目

玉
函
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

直

接
消
費
者
と
交
流
、
対
話
し
た
生
産

者
も
、
自
分
た
ち
の
生
産
物
が
大
都

市
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
、
大
い
に
自
信
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

人事民を呼ぴ開庖前から畳蛇の列でした

• • 

み
ん
な
が
は
く
し
ゅ
で
む
か
え
て
く
な
ぁ
と
、
と
っ
て
も
ざ
ん
ね
ん
で
し
全
に
気
を
つ
け
て
く
れ
た
ら
い
い
の

れ
ま
し
た
。
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
み
ん
な
が
ち
ゃ
ん
と
、
交
通
安
に
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

た
で
す
。
今
金
ま
で
の
と
中
、
中
里

v
t
i
f
{，U
{
{
{
パJ
引
い
わ
い
い

i
i
u
Jい
i
i
t
{
{
{
(
(
{
{
J
1
1
4

}

冬

ぎ

れ

や

子

地

蔵

揃
ひ
の
赤
き
柑

伊

穣

翠

女

会

と
農
協
ス
タ
ン
ド
出
で
、
け
い
さ
つ
一

日

2

3

Z

Z

句

の
人
に
車
を
と
め
て
も
ら
っ

て

「
交

…

1

一
職
を
全
う
し
た
り
県
卵

芳

賀

あ

き

え

俳

へ
L

口、

つ
虫
危
ど
ぜ
ん
d
づ
る

唱

通
安
全
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

」

~f

ク
リ
ス
マ
ス
夫
に
周
き
し
千
羽
鶴

右
井
智
恵
子
仰

と
言
っ

て
ジ
ュ

ー
ス

と

交

通

安

全

の

一

猷

り

出

い

つ

よ

り
仲
き
し
鵬
み
く
せ

斉

藤

み

ち

一

お
願
い
の
紙
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
こ
』

f
と
ば
し
よ
う
ロ
ひ
っ
ぷ
ん
か
ひ

一

a

，

，

一

足

止
め
し
芭
務

自
箪
や
文
化
の
日

佐

藤

朝

子

一

わ
た
し
ま
し
た
c

}

非

命
じ

;

t

z

(

ー
ん
と
な
く
無
の
軸
掛
け
て
年
迎
う

藤
図
書
枝
子

(

そ

れ

か

ら

さ

い

ご

に

、

農

協

ス

タ

)

き

い

の

τ

官

吻

と

し

E

~

ン
ド
前
ー
か
ら
役
場
ま
で
み
ん
な
で
定

一

饗
の
目
的
手
を
捌
け
行
き
年
新
た

辻

知

子

一

り
ま
し
た
。
役
場
前
ま
で
行
く
と
、

γ
(
((
(
(
{
(
l
i
-
-
i
i
{
{
(
11
(
(
((
{
L

人
が
い

っ
ぱ
い
い
て
は
く
し
ゅ
で
む

「

llttE
mぃ山
U

j
i
-
-
ペ
引
h
J

か
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
明
子

一
・
・
・
・
・
圃
圃
圃

h

i--
長

も

ん

。ち

ゅ

-
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唱の
~知

5
…せ
い円

年
末
年
始
の
公
衆

浴
場
の
営
業
に
つ
い
て

年
末
年
始
め
公
衆
浴
場
町
宮
業
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

記

マ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場

ロ
月
沼
田
口
時
i
m
M
時
ま
で
営
業

1
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
休
業

1
月
4
日
か
ら
平
常
営
業

マ
種
川
温
泉
休
憩
所

ロ
月
白
日

9
時
l
U
時
ま
で
営
業

1
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
休
業

l
月
4
日
か
ら
平
常
営
業

〈町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

検診を受けて明るい健康づくり

月みんな

一
月
一

O
日
は

二
一

O
番
の
日
」

で
す

(12) 

社会福祉協議会だより 3. 12. 8 

E軒先の盟掌園‘畳岬園、社会福祉協踊舎への多額の

ご寄附ありがとうございま Lたー
(敬祢略}

〈札帽市〉 高 本 '霊 E雪 上 輝 彦
宮 .. 相 例筏 国 良 泊 三 上 調野 e礎
片 間 i掌 三 〈北槍山町〉 杉 山 膏 果
〈苫小性市〉 厳 回 信 芳小西豆腐直

高
u‘ 百白 吉伺 坂 t育 - 神丘i!合自治会

〈函盤市〉 小白山場人金 陣丘開"百革協調会

竹 次 俊 朗Jt 山 雪震 -IU 留 守 図

m ー度 金 弥. • ヤ ス，. 図 樽 子

石

'" 
子 a予 〈骨量町〉 田崎霊昨会

竹 '" 千恵子 畳 脅 掴小 池 重 径
佐 E事 ~ 抱鈴 木 来 吉宮 務 栄三郎

怯 .. 3定 雄佐市木 作太郎 竹 内 手L 子
〈室 蘭市 〉 噌】ヲ 崎 .. 己多 図 制 子
伊 厳 福 也 声 室 忠 "太 間 久鍵子
〈ヱ セ コ町〉 伊藤楠米所 Q " " 子柳 図 0111/，摩 本 信 子制民 図 順 子
〈森 町〉 伊 現使 E 鬼 玉 個 子

金 丸 盤 図 村 3量 li J t医 回 まさ え

〈畳万部町〉 驚 持 * 作伊 ，使 ヲ、 L

金 沢 留 三 郎 総 下 業 子大相苔 ~ 雄

a民 情 ，、 ル山 ロ .芳子 思 彫 g ヨた
〈知内町〉 三 海繍 初 男白 山 昭 作

百 主宰 司康 -Iffi井中 勝船 " ツ ナ
〈七飯町〉 今金町膏王手団体連絡協崎会 求 愈 啓太郎

憎 山 語解 一 北梅iIl銀行今金支庖 (回押}松桶週聖子

〈八雲町〉 多 関 守 i申 今金婦人会
佐 繍 疋 智伊 E事 文 一石 持 俊 値
近 髄 情 檀今金町損金 石 ，キ 照 子
司h
'" 
'国w ー裏 付 上 源太'" 石 S字 B手 子

〈江差町〉 相 図 守今 村 浩
緬 島 凶 際今 金 町石 山 フジ エ

下 同 容 t主俗 永 y ナ栗 山 当医 t震
m 闘 芳 生川 縫 業後子 ホ 上 鐸 男
〈上ノ E町〉 タ本 崎 "今 " 正 俊
柳 原 家 経犬 ，. ア サ高 制. 8ロ J!l 
〈厚沢部町〉 拘 エ 建 住今金属禽也同組合

Jt 島 a史 雄川 村 均光の凪掌園

〈大 成町 〉 千 代谷 茂聞出蝿人部

国 島 言骨 二 山 Jt 妃 韓蝿)11 Ij、学 校

大 野 敏 巳竹 内 亙 央金閣小学校
高 樋 " 子西 官 滑 埠今金保育所
〈酒割町〉 加蘭祖土壇 ~ 図 ミツエ
辻 m 年今金町社会福祉也温会 境 図 管 設

8・入 " 子今金町田保病院者壇蝿一同阪 本 信 夫今金 郵便局

老人医療の自己負担金が変わります

平成4年 l月から老人の方が医療機関で受診された時は、その

窓口で支払う一部負担金が、下記のように段階的に変わります。

外来(1ヶ月につき) 入院(1日につき)

平成3年12月31日
8 0 0円 4 0 0円

まで (現行)

平成4年l月1日

から平成5年3月 9 0 0円 6 0 0円

31固まで

平成5年4月l日

から平成7年3月 1. 000円 7 0 0円

31固まで

消費者物価の変動率 消費者物価の変動率
平成7年4月l日

にスライドして改定 にスライドして改定
以降

となります。 となります。

項 目 対象者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考

13日開)
老人福祉

① 般 相 談 全 住 民 20日開] 10: 00-15 : 00 全地区 保健指導、健康相談

27日開)
セノター

② 手L 児 相 絞
生後

9日同
受付時間

全地区
町民

保健指導、健康相談
6、9ヶ月児 9 : 30-10 日日 セノター

③ l 歳6ヶ月児健診
生後 l歳

日日同
受付時間

全地区
町民 尿検査、医師診察、歯科指

7、8ヶ月児 12: 30-13: 00 センター 導、保健指導

@ 季節労働者検診 季節労働者の方 10日幽 9 ∞~ 全地区
町民 尿検査、血液検査、身体計

セノタ ー 測、血圧測定

⑤ 妊 婦 相 談 妊婦の方 14日ω
受付時間

全地区
町民 尿検査、血液検査、助産錦

12: 45-13 : 15 セノター 指導、歯科指導

⑥ 育 児 i揖 座 生後 3ヶ月児 16日同
受付時間

全地区
町民

保健指導、健康相談
9: 30-10: 00 センター

⑦ 手L 児 1哩 診
生後 4、 7、

16日(木)
受付時間

全地区
町民 身体計側、医師診察、歯科

1 0、12ヶ月児 12: 30-13 : 00 セノター 指導、栄養指導、保健指導

③ 無医地区巡回診療 全 住 民 16日同
受付時間

全地区
町民

診療科目眼科
14: 30-15 : 00 センタ

⑨ 3 歳児健診
生後3歳

23日同
受付時間

全地区
町民 身体計測、医師診察、歯科

2、3、4ヶ月児 12: 30-13 : 00 セノター 指導、栄養指導、保健指導

⑬ 1主 I見 健 診
生後2ヶ月と

28日υ4 13: 00-14: 00 全地区
今金

股関節X線撮影
25日以上の幼児 保健所

⑪ 季節労働者検診 季節労働者の方 30日(本) 9 : 00- 全地区
町民 尿検査、血液検査、身体抑l
センター 定、血圧測定

受付時間

3種混合予防侵種
第 l期終了後 21日同 13: 20-13: 30 下地区 国保病院

⑫ 
(第二期)

12-18ヶ月
22日(柑 12: 50-13: 00 市街地

町民

の幼児 センター

24日働 13: 20-13: 30 土地区 富田医院

(町民福祉諜衛生係・国保係)

*ある日のあなた。写真をさ Lあげます
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長
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三
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図
書
室
に
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ま
し
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厚
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ま
す
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今
金
町
奨
学
資
金

の
貸
付
希
望
者
へ

平
成
四
年
四
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か
ら
修
学
さ
れ
る
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生
で
、
奨
学
資
金

を
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望
の
方
は
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=
一
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十
五
日
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に
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委
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会
ま

で
申
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ん
で
下
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い
。
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今
金
町
に
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す
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の
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と
。
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、
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者
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、
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3
、
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績
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者
。
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1月分休日当番医
ざTR君ぷ

平 病 院(北桧山)包④5011

北桧山町国保病院(北桧山)fi④5321

今金町国保病院(今金)fi<ZJ0221 

岩間医院(今金)fi<ZJ0057 

富田医院(今金)fi②0324

楢崎病院(瀬棚)fiel)3021 

今金町国保病院(今金)fi<ZJ0221 

平 病 院(北桧山)fi④5011

IIく1日-3日まで午前中のみ

1日

2日

3日

5日

12日

15日

19日

26日

令令令住民の副館や令。g。。
こ
く
、
】

T
は

4
4
2
司
ん

F
官
L
J
λ

汁
川
し

ャ
く

E
M
E
 

BJM吋
山
中
小
人

Lι

前月対比

(-3) 

(-4 ) 

(+ 1 ) 

(+ 2) 

11月末現在

7，682人

3，723人

3，959人

2，479世帯

人

男

女

世帯数

口

KJおたんじようおめでとう

山崎あかねらゃん11月21日(隆宏九長女)イマヌエル
問うか

佐竹 1d香、11月22日(秀H百九長女)日ノ出町
めい

荒川 友惟弘11月29日(英也九長女)金属1旭

富
山
テ
レ
ビ
清
流
日
本
一

の
後
志
利
別
川
を
取
材

由美与ん(函館市)

礼子九(北楠山町)

朋子九(枇田県)

静香九(緑町)

固いつまでもおLあわせに

J福田治 潤二九(商工団地)=i賓本
%中嶋 展九(徳川島前)ニ問中

広町; 吉輝九(中里)=松江

%大谷和明九(神崎台)=回畑

石花

画おくやみもうしあげます

山下みよゐ九 11月21日 86歳

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
耐
②
0
1
T
1
番

ι
 

九
月
の
静
岡
テ
レ
ビ
に
続
き
、
十

一
月
二
十
六
日
、
お
山
テ
レ
ビ
が
最

も
き
れ
い
な
川
と
し
て
四
年
連
続
消

流
日
本
一
円
後
志
利
別
川
を
取
材
に

訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
清
流
を
み
ん
な

で
維
持
、
守
り
ま
し
ょ
う
。

1
 
4
 
1
 
[
 

編
一集
一後
一記

マ
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
と
し
も

「広
報
い
ま
か
ね
」

を
よ
ろ
し

4
お
願
い
し
ま
す
。

マ
陽
気
で
人
な
っ
こ
い
パ
ン
サ
イ

ド
高
校
生
二
十
名
は
、
公
式
行
事
や

地
域
と
の
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
、
相

互
理
解
を
深
め
合
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
ま
さ
に
、
小
さ
な
町
内
大
き
な

国
際
交
流
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

マ
明
治
二
十
四
年
五
月
、
当
町
の
神

丘
へ
開
拓
に
入
っ
た
丸
山
安
次
郎
氏

が
敬
愛
す
る
父
へ
、
来
地
を
願
う
手

紙
を
原
文
の
ま
ま
載
せ
て
み
ま
し
た
。

よ
く
分
か
ら
な
い
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
何
回
か
数
を
蛮
ね
て
読
ん
で

い
た
だ
く
と
、
そ
の
意
味
か
分
か
る

か
と
思
い
ま
す
。
今
か
ら
百
年
前
に

若
干
十
七
歳
の
少
年
が
開
拓
を
成
功

さ
せ
、
他
に
数
々
の
功
績
を
残
し
た

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い

書
い
て
み
ま
し
た
。

な
お
、
資
料
提
供
や
古
文
告
解
説

に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
丸
山
さ

ん
楯
哲

7
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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集
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